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４けたの整数の各位の和（前編） 

 

各位の数の和が１の４けたの整数は１０００の１個，２は１０１１，１１０１，１１１０，２０００の４

個，３６は９９９９の１個あります。 

 

（１）各位の数の和が３，４，３４，３５である４けたの整数は，それぞれ何個ありますか。 

 

（２）各位の数の和が９，１０である４けたの整数は，それぞれ何個ありますか。 
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４けたの整数の各位の和（前編） 

（１）和が３…１０個，和が４…２０個，和が３４…４個，和が３５…１０個 

（２）和が９…１６５個，和が１０…２１９個， 

 

（１）千の位と，残りの位に分けて考えます。各位の数の和が３の場合，千の位は３，２，１のいずれかで

す。千の位が３の場合，残りの位の数の和は０なので，０００の１通り，千の位が２の場合，残りの位

の数の和は１なので，００１，０１０，１００の３通り，千の位が１の場合，残りの位の数の和は２な

ので，０１１，１０１，１１０，００２，０２０，２００の６通りです。このことを，３－０…１，２

－１…３，１－２…６と表すと，表①のようになって，個数の合計は１＋３＋６＝１０（個）です。各

位の数の和が４の場合，４－０，３－１，２－２については各位の数の和が３の場合と同じで，１－３

の場合は，１１１で１通り，０１２の並びかえで６通り，０２２の並びかえで３通りで，あわせて１０

通り，個数の合計は１０＋１０＝２０（個）です。 

 

  表① 

和 １ ２ ３ ４ 

合計の個数 １ ４ １０ ２０ 

 １－０…１ ２－０…１ ３－０…１ ４－０…１ 

  １－１…３ ２－１…３ ３－１…３ 

   １－２…６ ２－２…６ 

    １－３…10 

 

   各位の数の和が３５，３４，ついでに３３の場合は，表②のように表１と全く同じ構造になって， 

３５では４個，３４では１０個，３３では２０個です。 

 

  表② 

和 ３６ ３５ ３４ ３３ 

合計の個数 １ ４ １０ ２０ 

 ９－27…１ ８－27…１ ７－27…１ ６－27…１ 

  ８－26…３ ７－26…３ ５－26…３ 

   ７－25…６ ４－25…６ 

    ３－24…10 

 

  

Die Grundlagen

der Arithmetik

für die Aufnahmeprüfung

受験算数の基礎

最難関問題 



https://jukensansuu.org 

 

（２）表①，②に現れる１，３，６，１０は三角数，１，４，１０，２０は三角数の和である「三角すい数」

です。三角数になる理由を，１－３の場合で考えてみます。１１１や０３０や１０２のように和が３に

なる３つの数の並びは，玉が３個並んだ○○○の間に区切りを２つ入れることと同じです。 

  １１１…○/○/○，０３０…/○○○/，１０２…○//○○ 

  ここで，区切りの入れ方を考えると，３個の玉の間と両側で/を入れる場所は４か所あるので，そこか

ら２か所を選ぶと４×３÷２＝６（通り），２つの/を同じ場所に入れる場合が４通りあります。 

  ４×３÷２＋４＝３×４÷２＋４＝３×（１＋３）÷２＋４＝１＋２＋３＋４となるので，明らかに三

角数になります。このことを利用して各位の数の和が１０の場合までを増え方のみでまとめていくと，

表③のようになります。 

 

  表③ 

和 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

合計の個数 １ ４ １０ ２０ ３５ ５６ 

 １－０…１ １－１…３ １－２…６ １－３…10 １－４…15 １－５…21 

       

和 ７ ８ ９ １０   

合計の個数 ８４ １２０ １６５    

 １－６…28 １－７…36 １－８…45 １－９…55   

 

   よって，各位の数の和が９である４けたの整数は１６５個あります。各位の数の和が１０の場合は，

１０－０の１通りが作れないので，１６５＋５５－１＝２１９（個）です。 
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